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6月に縄文シソ華開催
諏訪考古学研究会が総会

事
業
計
画
と
予
算
を
決
め
て

研
究
意
欲
を
新
た
に
し
た
総
会

諏
訪
考
古
学
研
究
会
（
鵜
飼
幸

雄
会
長
）
は
日
日
、
総
会
を
諏
訪

市
湖
岸
通
り
5
の
諏
訪
市
公
民
館

で
開
い
た
。
今
年
度
の
事
業
計
画

で
は
県
内
外
の
関
係
団
体
と
協
力

し
て
の
縄
文
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、

遺
跡
発
掘
の
研
究
成
果
発
表
会
を

開
く
こ
と
な
ど
を
決
め
、
研
究
意

欲
を
新
た
に
し
た
。

会
は
諏
訪
地
方
内
外
の
考
古
学

研
究
者
や
博
物
館
、
考
古
館
の
学

芸
員
ら
が
研
究
成
果
を
発
表
し
、

情
報
を
交
わ
す
場
と
し
て
1
9
8

8
年
に
設
立
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
2
0
2
2
年
、
組
織
を
一
新

し
て
活
動
を
再
開
、
会
員
数
は
こ

の
2
年
間
で
倍
増
の
約
4
0
人
と
な

っ
た
。
昨
年
度
は
、
「
諏
訪
市
史

第
一
巻
」
の
刊
行
か
ら
1
0
0
年

を
記
念
し
て
研
究
誌
を
発
刊
、
記

念
発
表
会
も
開
く
な
ど
精
力
的
に

取
り
組
ん
だ
。

席
上
、
鵜
飼
会
長
は
あ
い
さ
つ

で
こ
の
実
績
を
振
り
返
り
、
「
諏

訪
の
歴
史
研
究
の
底
力
を
地
域
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
大
事

業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
」
と
感

謝
。
「
日
々
の
研
究
、
研
さ
ん
の

成
果
が
立
派
な
冊
子
の
完
成
に
結

び
付
い
た
。
日
々
精
進
し
て
研
究

を
高
め
る
こ
と
が
諏
訪
考
古
学
の

質
を
高
め
、
発
信
に
つ
な
が
る
。

研
究
の
伝
統
を
継
ぐ
た
め
、
研
究

者
が
交
流
し
、
多
く
の
情
報
を
共

有
し
合
う
場
で
あ
り
続
け
た
い
」

と
述
べ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
6
月
2
1
日
に

縄
文
文
化
発
信
会
議
（
山
梨
県
）
、

甲
信
縄
文
文
化
活
性
化
協
議
会
な

ど
と
連
携
し
て
茅
野
市
民
館
（
茅

野
市
）
で
開
く
。
諏
訪
地
区
の
最

新
の
遺
跡
発
掘
調
査
、
研
究
の
成

果
を
報
告
す
る
発
表
会
は
8
月
に

予
定
す
る
。

同
日
は
総
会
の
後
、
縄
文
文
化

発
信
会
議
の
長
澤
宏
昌
代
表
理
事

＝
山
梨
県
笛
吹
市
＝
を
迎
え
て
講

話
研
修
も
開
き
、
縄
文
土
器
に
対

す
る
知
識
を
深
め
た
。

（
日
比
野
真
由
美
）


